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在日外国人労働者と雇用企業を支える
スーパーアプリの提供

第136回 かわさき起業家オーディション
「かわさき起業家優秀賞」受賞

　当社は「日本をもっと開国したい」という想いのもと、2018年に
スタートした企業です。ミッションは、日本に来る外国人労働者の方
に「母国のように暮らしやすく働きやすい」と感じてもらえる社会を
つくること。そのために２つの事業を展開しています。一つは、外国
人の人材紹介や労働環境の整備を行う「就労支援」。もう一つは、ス
マートフォンアプリのサービスを通じて日本での生活をサポートする
「生活支援」です。

　私はもともと旅が趣味で、会社員時代からよく海外に行っていまし
た。特によく足を運んでいたのが東南アジアです。エネルギーに溢れ
た人が多くたくさんのパワーをもらっていた反面、日本へ戻るたびに
海外とのギャップを感じていました。日本人は静かでおとなしい方が
多いし、日々の疲れが隠しきれていない方もたくさんいます。だから
こそ「元気な外国人に楽しく働いてもらえたら、日本全体も元気にで
きるんじゃないか」と考えるようになりました。私たちのサービスに
よって、働いてみたい国、住みたい国として、真っ先に日本を選んで
もらえるような環境を生み出していきたいと思います。

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　起業前は外資系メーカーに勤めており、休みを取っ
てよく海外に行きました。有名な観光地よりも地方の
田舎町のほうが好きで、現地の方と話をするのが楽し
みの一つでした。ある国に訪れた時、興味本位で「日
本に住んで働いてみたいと思う？」と質問してみたこ
とがあります。すると「旅行なら行ってみたいけど日
本に住みたいとは思わない」とはっきり言われてしま
いました。ほかの国でも何人かに聞いてみましたが、
結果は同じ。想像以上にネガティブな意見が多いこと
に、衝撃を受けました。
　少子高齢化が進む日本では、今後はもっと外国人の
力を借りなければならないといわれています。それな
のに、今の日本は外国人が働きたいと思える場所では
ないらしい。そのことに気づいた私は「だったら自分
がそれを変えたい」と思うようになりました。外国人
の方が「日本で働きたい」「日本に住みたい」と思える
ような環境をつくる。そのために起業を決意しました。
　まずは、何よりも外国人の方の就労環境を整える必
要があると考えました。しかし、前職の知識がまった
く通用しない異業種への転身で、ゼロからのスタート
です。本を読み市場調査をしながら、「人材紹介をや
るためには免許が必要なのか」「ビザのことを勉強し
なければ」といった様に、一つ一つ学んでいきました。
そのうちに「外国人の就職を支援するだけでは、社会
は変えられない」ということも見えてきました。就職
が決まっても、日本の生活に困っている外国人がたく
さんいますし、雇用する企業のほうも慣れない外国人
労働者のマネジメントに苦戦しています。そのような
実態を知った私は「日本を社会から変えるためには、
就労者支援と企業支援の両方をやらなければならな
い」と、両輪で取り組んでいくことを決意したのです。

■ サービスの特徴
　当社は、日本に住んでいる外国人の生活支援アプリ
「KUROFUNE LIFE SUPPORT」を提供しています。
24時間いつでも相談ができる多言語のチャットボット、
日本語を使わずに薬が自宅に届くオンライン薬局サー
ビス、病院に行った際に電話通訳ができるオンライン
メディカルサービスなど10のサービスを展開し、外国
人の困りごとの解消を目指しています。こうしたサー
ビスをアプリで提供している企業は、今のところ当社
だけです。アプリなので母国にいるうちにスマホへダ
ウンロードできますし、日本に着いた瞬間から使える
ことがメリットです。
　加えて、外国人を雇用する企業側の負担を軽減でき
る新しいアプリ「KUROFUNE PASSPORT」も展開
しています。特に、2019年４月に新しくできた「特定
技能」人材を雇用する企業は、ビザの管理や生活に必
要な契約支援などを行わなくてはならず、大きな負担
がかかっています。このアプリを使用すれば煩雑な管
理業務を丸投げすることでき、管理コストも相場の
1/3で済ませることが可能です。

■ 現状の課題
　現状の課題は、「KUROFUNE LIFE SUPPORT」で
提供しているサービスの利用率に差があることです。
頻繁に利用されているものもあれば、利用が増えない
ものもあるので、どのサービスも等しく使っていただ
けるよう、UXやUIを改善しながら使いやすさを追求

していく必要があると考えています。
　また、外国人が抱える困りごとは無限にあるため、
「ほかにもこういうサービスが欲しい」という声もた
くさんいただいています。国によって文化や風習が異
なり、ベジタリアンが多い国の方の食事やイスラム教
のハラル対応をどうするかなど、日本で生活する上で
解決すべき問題は山積みです。すべての問題に対応す
ることは難しいので「どの困りごとにどれだけ需要が
あるか」「実際にどれだけ使ってもらえそうか」など、
いろいろなケースを想定しながら、優先順位をつけて
いかなければなりません。
　組織としての課題もあります。現在の当社のメン
バーは、半分以上が外国人です。外国人を雇用する難
しさを私たち自身も身をもって感じており、言葉の壁
や文化の違いをどう乗り越えるか悩むこともしばしば
あります。しかし、「開国」というミッションを掲げ
ている以上、私たちが「日本で一番外国人が働きやす
い会社」にならなくてはいけません。「どうコミュニ
ケーションを取っていくか」「満足して働いてもらう
ために何が必要か」といった　“ガイドブック” のよう
なものを、私たち自身でつくっていくことが、ミッショ
ンを達成するために欠かせない要素だと考えています。
　
■ 今後の展開
　まずは「KUROFUNE PASSPORT」アプリの利用
者数の拡大を目指します。具体的には2025年までに１
万人、2027年までに４万人が目標です。現在、特定技
能の人材はベトナム・フィリピン・インドネシア・中
国の方で87％を占めていますので、この４カ国のユー
ザーをしっかり増やしていきます。さらに、タイ・カ
ンボジア・ミャンマーなどの人材も急増していますの
で、これらの国の人たちが求める新たなサービスも展
開していく計画です。そのためには、営業力の強化と
サービスの拡充が欠かせません。日本で働く外国人と、
特定技能人材を雇用する企業の両方に「KUROFUNE
のアプリがあってよかった」と思っていただけるよう
なサービスに育てていきます。
　　 
■ エントリーを検討中の方へ一言
　起業する前のアイデアの段階で応募する方も多いと
思いますが、そのくらいの時期だと「自分のアイデア
が本当に社会に受け入れられるか分からない」と不安
を感じているかもしれません。もし応募に二の足を踏
んでいるのであれば、逆にそういった状況の方こそ挑
戦するべきオーディションであることをお伝えしたい
です。審査に通るために、ビジネスプランをブラッシュ
アップしていかなければなりませんし、選考段階でア
ドバイスをもらえる機会もあるので、応募するだけで
も非常に価値があります。さらに、最終選考まで進め
ば新しいつながりができ、今後のビジネス展開に有益
な環境が生まれる可能性もあります。迷っているなら、
絶対に出るべきだと思います。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテッ
クを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディショ
ンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　
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思いますが、そのくらいの時期だと「自分のアイデア
が本当に社会に受け入れられるか分からない」と不安
を感じているかもしれません。もし応募に二の足を踏
んでいるのであれば、逆にそういった状況の方こそ挑
戦するべきオーディションであることをお伝えしたい
です。審査に通るために、ビジネスプランをブラッシュ
アップしていかなければなりませんし、選考段階でア
ドバイスをもらえる機会もあるので、応募するだけで
も非常に価値があります。さらに、最終選考まで進め
ば新しいつながりができ、今後のビジネス展開に有益
な環境が生まれる可能性もあります。迷っているなら、
絶対に出るべきだと思います。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテッ
クを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディショ
ンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　




